
山陽小野田市歴史民俗資料館
〒756-0802山陽小野田市栄町9-21 ℡0836-83-5600

開館時間：9時～17時
休館日：月曜日・祝日・11月5日（火）・11月26日（火）
※祝日のうち、11月23日（土・祝）は開館します。

観覧無料

2024

10／19 土 木12／26

山陽小野田市歴史民俗資料館企画展

第２回 大田家文書 展

学芸員による

ギャラリートーク

①10月20日（日）
②11月17日（日）
両日ともに11時～
（30分程度）
※内容は、両日で異なります。

申し込み不要



山陽小野田市
Sanyo‐Onoda City Museum of History and Folklore

【開館時間】 ９：００～１７：００

【休 館 日】 月曜（祝日の場合 その翌平日も

休館)・祝日（土曜日の場合は開館、月曜日を除く

翌平日が休館）・年末年始（12/27～１/5）

【交通アクセス】
■電車をご利用の場合

JR小野田線「南中川駅」下車、徒歩７分
■バスをご利用の場合
「小野田駅前」からバスで宇部中央、本山岬、
刈屋、理科大、叶松団地行きのいずれかに
乗車、約７分
→「硫酸町バス停」で下車、徒歩3分

■車をご利用の場合
山陽自動車道「小野田IC」より 約10分

歴史民俗資料館

開催趣旨
江戸時代、厚狭郡山野井村（現山陽小野田市山野井）の一部は長府藩領でした。その長府藩領の庄屋をつとめてい

たのが「大田家（現太田家）」です。太田家には多くの古文書がのこされ、これらが令和２年度より当館に寄託され、
整理・調査をを進めています。

本企画展は、これまでの調査成果を公開するもので、令和４年度に開催したものに続く大田家文書展第２弾となり
ます。長府藩が公用紙で用いた赤色の紙の沙汰書や通知文書をはじめ、江戸時代における長府藩の村の歴史、特に庄
屋の役割や、当時の人々にとっての義務がわかる古文書を中心に展示します。
今に伝わった古文書を通じて、江戸時代の人々をより身近に感じてみてください。

※寄託の際に、文書群は「大田家」、所蔵は「太田家」とするように決められています。

藩からの呼び出し

御蔵江呼出之沙汰書

江戸時代の身分証

宗旨往来

～主な展示品～ すべて大田家文書 太田家蔵／当館寄託

山陽道の整備

石炭御駕立場雪隠仕調之沙汰書
（部分）庄屋同士のやりとり

煙り役御断之儀ニ付書状


